
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 序 
：「もっとしっかり考えなさい。」よく耳にする言葉ですね。では、「考える」とは何をどうすることなのでしょうか？

誰も教えてくれません。子ども達の成長に必要な学力として、大まかに分けると、知識・読解力・判断力・思考力・表

現力等が上げられます。当たり前のようで、実は、学校教育や他塾では、ほとんど取り上げられることがない「考える」

ということや、子ども達が「成長する」ということについて、むげん塾がご説明いたします。 

 

２ 読解力 
：文章の読解だけでなく、資料（表・グラフ・図・会話文等）の読み取りも含みます。広島県公立高校入試では、１教

科５０分の限られた時間の中で、８千文字も読まなければなりません。出題者が、何を答えさせたいのかを素早く読み

取る＝予測するトレーニングを、日頃から行う必要があります。このトレーニングは、文章のどこに視点を当て、文章

作成者（問題作成者）が何を言いたい（何を問うている）のかを素早く把握することが目的です。また、そのようなト

レーニングを有効にするための下地も重要です。読解力には、語彙力や思考力、イメージする能力等も含まれています。

それらは、机上の学習で身につけるだけではなく、日常生活の中で得た経験が大きくかかわっていると言えます。語彙

は日常生活の中で使ってこそ身につくものですし、イメージする能力も生活の中で得た経験値によって、身に付くもの

だと言えるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力 

知識：考えるための基本的情報 

読解力：要点を読み取る 

判断力：必要なものを選ぶ、決める 

思考力：見定め、形を与え、関連づける 

表現力：他者に伝える 
自立心 

メタ認知 
自分の行動を 

振り返って判断する

ことができる 

探究心 
なに？どういう 

こと？と疑問を持ち、 

それを解決しよう 

とする心 

自分のことは何でも自分で取り

組み、自分を成長させたいと 

思う心 

「自立心」無くして、 

「学力」の向上無し！ 

【成長エンジン】 

【成長エネルギー】 

成長するということ 

 

「いってきまーす！」 「とれた」 「今日ね…」 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、何より大事なのは意識です。「何が言いたい（何を問うている）のか、絶対に読み取ってやるんだ」という

強い意志が脳内を活性化し、ニューロン（神経細胞）間の電流の流れを良くするのです。この心の働きを「自立心」と

いいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

また、読解には、文章を段落ごとに分けて読み取る「 思考力 2)分析」の能力も必要ですし、「８ 表現力」が高まるこ

とで、他者の表現した文章を読み取る能力が高まるということもいえます。さらに、文章を読みながら、どこが要点なの

か「４ 判断力」によって選択もしています。つまり、読解力・判断力・思考力・表現力等のそれぞれの能力は、分断さ

れているのではなく、互いに関わり合って存在しているのだということを意識しておきましょう。 

 

３ 自立心 
：自分のことは何でも自分で考え、自分で取り組み、自分を成長させたいと思う心のことを「自立心」といいます。先

ほどの、「絶対に読み取ってやるんだ」 という強い意志も「自立心」の表れです。この心がエネルギーとなって、子ど

も達を突き動かすのですね。「自立心」は生活の中で育まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この会話を成り立たせるのは、親の「愛」です。どのように声かけをすれば、子ども達が自分で考えるようになるの

か、常に意識しておきましょう。大人は「答え」を知っているので、ついつい子ども達にそれを言ってしまって、彼ら

の考えるチャンスを奪ってしまいますが、それでは、子ども達が自ら考えるようにはなりません。親も常に考えながら、

声をかけましょう。親の成長が止まっていては、子ども達が成長するはずがありませんからね。子ども達の成長におい

て、最も重要なのは親の愛情と賢さから生まれる「ことば」なのです。 

 

４ 判断力 
：判断力は、思考力や表現力と合わせて、子ども達に育みたい重要な能力です。判断力は知識と違って、言葉で伝えて

育つものではありません。子ども達自身が主体的に判断するという行為を、繰り返し体験することによって、彼らの内

面に育まれていくものです。主体的に行うべきものですから、ここでも「自立心」が大きくかかわってきますね。では、

判断するとは具体的にどのような行為なのでしょうか。問題を解くことでいえば、どのような内容の知識を必要として

いるのか、既有の知識（すでに有している知識）や資料と照らし合わせながら判断するということになります。また、

状況を踏まえつつ、これから先のことを決定するのも判断力です。どの資料のどの部分をつなぎ合わせて、解を導くの

かを決めなければなりません。すなわち、判断するとは、子ども達が「選ぶこと」であり「決めること」であると言え

ます。「自ら考え、自ら判断する」のです。また、そのような能力を高めるためには、学習においても日常生活におい

ても、自分を振り返り、自分の現状を判断し、どうすれば今以上の自分になれるかを見定めるという姿勢で取り組むこ

とが必要です。自分の行動を振り返ることを、「メタ認知」といいます。その方法は色々ありますが、例えば、算数・

数学の計算問題をするとき、符号にミスはないか、約分はし忘れてないかと、瞬間的に自分の作業を振り返ってミスの

有無を判断するのも「メタ認知」です。また、授業終わりに、その時間内の学習内容が分かっているかどうかを振り返

って判断し、疑問に思ったことをメモ帳に書き留めておくことや、寝る前に今日１日の自分を振り返り、気になること

の有無を判断し、有れば日記に書き留めておくのもいいでしょう。他にも、自分が作った５教科分の学習ノートを、１

教科１分、５教科で５分かけて、「毎日５分反復復習」を行うと良いでしょう。基礎知識が身についているかどうかを、

毎日判断するのです。これを実行するには相当高い「自立心」を要しますが、これさえできれば、確実に高次元の学力

を手に入れることができます。「メタ認知」には高度な判断力が要求されます。逆に言うと、「メタ認知」を行うことに

よって、高い判断力が養われるとも言えるのです。 

 

 

 

電流が流れる 

例えば、家の玄関。子ども達は外から帰ってきて、くつを脱ぎっぱなし。 

「きちんとそろえなさい！」 
こんな頭ごなしの言い方では、「自立心」の高まりは期待できません。命令

は、自立とは真逆の行為ですから。こんなときは、 

「お客さんが来られたとき、玄関のくつがバラバラだと失礼だとお母

さん思うんだけど、 ○○ちゃんどう思う？」 

「あんまり良くないと思う。」 

「どうすればいいかな。」 

「家族全員、帰ったらくつをそろえるといいと思う。」 

「わかった！じゃ、今日から全員でやってみましょう。」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ここまでのことができれば、中・高・大受験において、偏差値６０程度の学校を目指すことができます。しかも、

それは、今の入試制度では通用しなくなった、「暗記」＝「見せかけの学力」ではなく、真の学力に沿ったものです。 

 

５ 知識 
：知識について少しお話しておきましょう。知識がなければ思考をスタートすることはできません。しかし、知識が

増えてくると、どうしてもその知識に頼って物事を処理しようとしがちになります。自分で考えなくなり、本に書い

てあることをそのまま頭の中に入れ、知識だけで問題を解決しようとする。 そして、すぐに忘れる。中学・高校の

定期試験で、保護者の皆さんは経験済みでしょう。もともと、知識とは他者が調べたり、考えたりしたことです。そ

のような自分のものではない知識に支配されて、自分の考える力を弱めてしまわないよう、細心の注意を払う必要が

あります。先だっての某大臣（東大出身）の失言による辞任などは、その顕著な例でしょう。これまでの日本の教育

の弱点を、公にさらす出来事でした。 実は、この「知識」と「思考」のバランスを取ることが、もっとも難しいこ

となのかもしれませんね。広島県公立高校入試問題は、センター試験廃止を柱に、日本全体の教育を、暗記重視から

「考える力」＝「生きる力」育成に改善する取り組みである「２０２０年教育改革」に先駆け、知識の問題点に正面

から取り組み、「考える力」の育成を目指した問題作りが成されております。全国でもトップクラス、いえ、世界的

に見ても、他に類を見ない質の高い問題に我々は出会うことができているのです。このような能力育成のチャンスを

逃すのは、もったいないことだと思いませんか？ところが、残念なことに、そのチャンスをつぶしているのは、学校

現場に携わる教員達なのです。これまでの暗記重視の勉強法は、今も、何も変わっていません。変革には、大変な労

力を要します。しかし、日本人が、世界を舞台に活躍し、自分の幸せをつかむためには、「考える力」を育成する必

要があることは明らかです。小・中学校において、いや、高校や大学も含めて早急な「教育改革」、教員一人ひとり

の「意識改革」が必要であるということをご理解ください。ちなみに、公立中高一貫校の適性検査（中学受験問題）

も、「考える力」の育成を目指したすばらしい問題作りになっております。 

 

◆では、社会に出たときに発揮される「生きる力」を身につける。受験に関していうと、偏差値６０以上の能力を身

につける方法についてお話しましょう。 

 

６ 思考力 
：思考とはどのようなものなのか、考察してみましょう。ついに、「考える」の本丸に来ましたね。では、思考を次

の 4つの過程で捉えてみます。思考も「自立心」から立ち上がるものであることがわかります。 

 

1)探究心： 思考をスタートさせることができるかどうかは、「これってなに？」、「どういうこと？」と疑問を持

てるかどうかにかかっています。疑問を抱くのは、「探究心」の働きによるものです。「もっとわかりたい！」と

いう「探究心」も、自分を成長させるための重要な要素ですから、「自立心」の一部だと言えます。 

2)分析：疑問について調べた内容や、設問を読解し、それが持つ要素や性質にまで分割する。分割した一つ一つに着

目した方が、細部にまで眼が行き届き、それがなんなのか見極めやすくなる。分析とは、新たに入手した情報を自

分で理解しやすいサイズにまで分割し、見極めることです。国語であれば、段落ごとに要点をつかむのも分析です。 

3)構成：分析により見極めた新たな情報を、他の情報（すでに持っている知識や資料等）と比較・検討して、その関

係性を作っていく。例えば、聖徳太子では、以下のようにまとめができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、「この情報は、社会科の中でも歴史の飛鳥時代に含まれる内容である」、とその情報の属性を構築していき

ます。つまり、情報に対して、形を与えてやるのが構成です。形を与えた情報をノートに書き出せば、それがそのま

まノートまとめとなり、「毎日５分全体復習」につながります。 

4)抽象：2)構成で得た情報に対し、共通した本質を見出し（抽象化）、理解を確実なものにします。「結局、これっ

てどういうこと？」という疑問に対する解答を導くということです。 

 

 

 

聖徳太子 

・十七条の憲法 

・冠位十二階 

・遣隋使＝小野妹子 

・推古天皇の摂政 
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飛
鳥
時
代 

聖徳太子 

大化の改新 

大宝律令 

◆この時代、政治を行っていた人たちは、天皇

中心の「中央集権国家」の確立を目指した。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%86%E6%9E%90


 

 

 

※ 思考力とは、情報を見定め、自分の中に収めるために、その周りを取り巻く情報と比較・検討した上で形を与え、ま

た、情報の本質を見抜く能力ということになりますね。つまり、「ものごとを理解する」能力であり、必要に応じて、

「解答」を導く能力でもあります。「考える」の中心となる能力です。 

 

７ アクティブ・ラーニング（思考力を高めるための取り組み） 

① 学習時に、または、生活の中において疑問を持つこと（むげん塾では、塾生にメモ帳を持たせ、日々の生活や、学 

校の授業の中で疑問に思ったことを書き留め、それを塾で解決するよう指導しています）。これは、「思考力・1)分析」 

でも述べたように「自立心」の中でも「探究心」の働きです。「探究心」によって、「これはなに」、「どういうこと」 

といった疑問がわいてくるのです。 

② その疑問について、教科書・参考書・書籍やインターネットを使って調べ、その中から自分に必要な情報を選択（判

断力の育成）する。 

③ 集めた情報を積み上げて、一つの理解を完成（思考力の育成）させる。 

④ 得た理解をノート作りに反映させる。このノートが「毎日５分反復復習」に活かされる。 

※ ①～④までの取り組みは、主に「探究心」の有無によって、実行できるかどうかが決まってきます。疑問を持って、

それを解決しようとする心の働きが「探究心」です。 

⑤ ②～④において自分の行った学習を振り返り、ミスがないか判断＝「メタ認知」する。 

⑥ 他者に伝える。ディスカッションをしてみる(表現力の育成)。他者の考えを聞きながら、自分の学びを振り返って

みる＝「メタ認知」を行う。 

※ アクティブ・ラーニングは、豊富な経験を持ち、指導と言うよりは、適切なサポートのできる者の下でなければ子ど

も達に対して、有意義に機能しません。1)分析 2)構成 3)抽象等の思考法も、適切に行わなければ、頭が混乱して思考

停止状態に陥ってしまいます。思考停止状態の子がいれば、その子が詰まっているところがどこなのか見極め、その対

処法を伝授した上で、自分でできるように導く。最後は自分で解決させてあげなければ「自立心」は高まりません。こ

の部分は、むげん塾にお任せください。ご家庭内では、「３ 自立心」の繰り返しになりますが、保護者の皆さんから

子ども達に対し、「自立心」を高めるためのことばを掛けるよう意識をしていただくと、あらゆる面で子ども達は成長

するでしょう。 

 

８ 表現力 
：高い記述力によって、自分が述べたい内容を的確に言葉に表すことができる必要があります。記述問題を解く際の注

意点は、記述問題には必ず採点者がいるのだから、自分の言いたいことが相手に伝わるような表現でなければならない

ということ。これも、日常生活における他者とのコミュニケーションの際に、相手の様子をうかがい、自分の伝えたい

ことがうまく伝わっているかどうかを確認しながら会話を行う姿勢によって、磨きがかけられる能力です。また、出題

者の意図を読み取り、それに的確に答えられるかどうかは、得点に大きく差をつけると思われます。今春、むげん塾生

は、この能力によって、公立高校全員合格を達成したと言っても過言ではありません。 

一人ひとりの読解の状況＝どれだけ出題者の意図が読み取れているかを確認し、また、それがどれだけ記述に反映で

きているかを判断して、足りないところを補い、余分なものを切り取るように指示を出せる者はなかなかいるものでは

ありません。むげん塾では、塾長大谷が直接ご指導させていただくことになります。 

 

９ 終わりに 
：子ども達の学力を高める。その土台は「自立心」であることに間違いはありません。「自立心」＝「成長したい」と

いう強い思いが、読解力・判断力・思考力・表現力を合わせた総合的な「学力」を、高みへと押し上げていきます。「自

立心」がエネルギーとなり、エンジンである「考える力」をフルに働かせる。この二つが日々の生活を充実したものへ

と変化させていき、その人の「人生」＝「生きる力」の両輪となるのです。その育成を、むげん塾がサポートいたしま

す。まさに、これこそが、目指すべき教育＝むげん塾の存在理由でもあります。 

 

成長するということ 
１ 序 

２ 読解力 

３ 自立心 

４ 判断力 

５ 知識 

６ 思考力 

７ アクティブ・ラーニング 

８ 表現力 

９ 終わりに 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%86%E6%9E%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8A%BD%E8%B1%A1

